
新規就農総合支援プロジェクト（新規就農者・後継者の育成及び支援）

温暖な気候を生かした持続可能な農業を
（ 農 業 公 社 中 心 と し た 受 入 体 制 の 充 実 な ど ）



背景・課題
志布志市農業公社は、平成19年４月に、旧３町公社統合により誕生し、
新規就農者を支援し、これまで、数多く農業従事者を輩出してきた
先進的技術の積極導入など、研修内容を充実を図る取組が評価され、
平成27年３月に、第４４回日本農業賞（集団組織の部）で、大賞受賞
しかし、近年の資材物価高や燃料費高騰で、
初期投資費用は大幅に上昇しており、新規就農者を巡る状況は厳しくなる一方
この厳しい状況の中、

、その思いを持ち、事業を継続している。「“頑張る農業者”を支援したい」
事業内容
具体的には、経営規模の拡大を図る農業者に対し、
国や県の補助制度で対応できない費用を支援を実施

農業従事者の設備投資に対する費用負担の軽減を図り、
志布志市での新規就農者の創出、

農業従事者の確保を目指す！

目標とする成果等
目標とする指標 現状値（令和２年度時点） 目標値（令和８年度）

新規就農者 12人 ２０人

農業公社のピーマンハウス


